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注 意 事 項 

１ 試験開始の合図があるまで，問題冊子，解答用紙に手を触れてはいけません。 

２ この問題冊子は４ページで，解答用紙は提出用と下書き用が１枚ずつあります。１枚は下

書き用として使用してください。 

３ 試験開始の合図があったら，まずページ数，枚数を確認し（足りない場合は，手を挙げて

監督者に知らせること），解答用紙に受験番号を記入してください。 

４ 試験中に，印刷の不鮮明な箇所やページの脱落などに気づいた場合は，手を挙げて監督者

に知らせてください。 

５ 解答は，解答用紙に横書きで記入してください。 

６ 解答用紙の提出用・下書き用はいずれも回収します。 

７ 試験終了後，問題冊子と受験票は持ち帰ってください。 
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 課 題  

食料自給率は，国産でまかなわれている国内食料消費の程度を示す指標である。食料全体を

示す総合食料自給率には，供給熱量（カロリー）ベースの総合食料自給率と生産額ベースの総

合食料自給率とがある。令和３年の日本と諸外国の供給熱量ベースの総合食料自給率は，図の

とおりである。なお，日本の令和５年度の総合食料自給率は，供給熱量ベースで 38％，生産額

ベースで 61％である（表）。 

これらの図と表からどのようなことが読み取れるか述べなさい。 

また，日本は，令和 12（2030）年度までに供給熱量ベースの総合食料自給率を 45％に，生産

額ベースの総合食料自給率を 69％にすることを目標として掲げている。これらの目標を達成す

るためのあなたの考えを述べなさい。 

ただし，数字は１マスに２つまで入れることとし，あわせて 800 字以内にまとめなさい。 

 

注：供給熱量ベースの総合食料自給率は，基礎的な栄養価であるエネルギーに着目して，国

民に供給される熱量（総供給熱量）に対する国内生産の割合を示す指標である。生産額ベ

ースの総合食料自給率は，経済的価値に着目して，国民に供給される食料の生産額に対す

る国内生産の割合を示す指標である。 

 

図 日本と諸外国の供給熱量ベースの総合食料自給率（令和３年，日本のみ令和３年度） 

 

 

 

 

   【省略】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（農林水産省大臣官房政策課食料安全保障室『食料需給表令和５年度』令和６年，

pp.310-311 より作成） 
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表 日本の総合食料自給率の推移 
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（農林水産省大臣官房政策課食料安全保障室『食料需給表令和５年度』令和６年，

p.303 より作成） 
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